
高速道路の安全走行のポイント

高速道路でトラブル!!

高速道路上の事故や故障でトラブル発生のときには

自分自身と同乗者の安全確保のために

走行する車の妨害にならないように停車

追突されるかも・・・

ハンドルは路肩に向けて

ハザードランプ・発炎筒・三角停止板の設置 走行している車に気をつけて
安全な場所へ避難



安全なエリアを意識
⇒高速道路での運転者は、人が歩いていることを意識していません。
後続車に気を付けて、安全な場所に避難しましょう。
・ ガードレール(防護柵)などの外 ・トンネル避難通路(連絡路)からトンネル外へ
・ 停止車両を壁に

動けなくなった車を移動させるために（高速道路のプロに任せよう）

非常電話からの通報 道路緊急ダイヤル(#9910)で通報

（高速道路からの離脱） （トラブル解消）

高速道路の本線上での事故が増えています。
次のようなときに事故が多発していますので、ご注意ください。

➢ 路肩等でのパンク修理、積荷の点検・積み直し中
➢ 車外への避難中、レッカー車などが到着するまでの待機中
➢ 事故当事者同士による路肩での話し合い中
➢ 非常電話で通報するために、道路歩行中や横断中

非常電話・道路緊急ダイヤル(#9910)の通報 【通話料無料】
通報時には、次のことをお伝えください。

➢ 事 故：発生場所、けが人の有無、事故の形態、名前・車種・車両番号、
車の停止位置

➢ 故 障：発生場所、故障内容、名前・車種・車両番号、車の停止位置
➢ 落下物：発見場所、落下物の種類、落下している車線

独立行政法人日本高速道路保有・債務返済機構

後部座席でもシートベルトの着用が必要です！
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